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■�口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ�
お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■�当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上
げます。
当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、
利息収益の確保と信託財産の中長期的な成長を図
ることを目的として運用を行います。当期につい
ても、運用方針に沿った運用を行いました。
今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

メキシコ債券オープン

（資産成長型）
【愛称 ： アミーゴ】

【運用報告書（全体版）】

（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

第 期20
決算日 2023年５月22日

■当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／債券
信託期間 2013年８月23日から2027年５月24日まで
運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、利息

収益の確保と信託財産の中長期的な成長
を図ることを目的として運用を行いま
す。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。
メキシコ債券マザーファンド
メキシコペソ建ての債券

当ファンドの
運用方法

■メキシコペソ建ての債券を主要投資対
象とします。
■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行いませ
ん。
■メキシコの国債・政府機関債および国
際機関債を中心に投資します。

組入制限 当ファンド
■株式への実質投資は行いません。
■外貨建資産への実質投資割合には制限
を設けません。
メキシコ債券マザーファンド
■株式への投資は行いません。
■外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。

分配方針 ■年２回（原則として毎年５月および11
月の22日。休業日の場合は翌営業日）
決算を行い、分配金額を決定します。
■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。
■分配金額は、委託会社が基準価額水
準、市況動向等を勘案して決定します。
※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。
ファンドは複利効果による信託財産の
成長を優先するため、分配を極力抑制
します。
（基準価額水準、市況動向等によって
は変更する場合があります。）
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原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。

 最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

（参考指数）
ＦＴＳＥメキシコ国債

インデックス（円換算ベース） 公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税 　 込
分 配 金

期 中	
騰 落 率

期 中	
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
16期（2021年５月24日） 10,551 0 1.8 118.51 2.7 95.7 4,318

17期（2021年11月22日） 10,447 0 △ 1.0 118.68 0.1 97.0 3,622

18期（2022年５月23日） 11,915 0 14.1 136.55 15.1 96.5 3,532

19期（2022年11月22日） 13,746 0 15.4 157.20 15.1 94.9 3,417

20期（2023年５月22日） 15,400 0 12.0 176.90 12.5 96.0 3,542

※基準価額の騰落率は分配金込み。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

 当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額
（参考指数）

ＦＴＳＥメキシコ国債
インデックス（円換算ベース）

公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率
（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2022年11月22日 13,746 － 157.20 － 94.9

11月末 13,674 △ 0.5 155.86 △ 0.9 95.3
12月末 13,075 △ 4.9 149.86 △ 4.7 95.6

2023年１月末 13,640 △ 0.8 155.96 △ 0.8 96.7
２月末 14,222 3.5 162.44 3.3 95.0
３月末 14,402 4.8 166.17 5.7 95.0
４月末 14,654 6.6 168.48 7.2 95.5

（期　　　末）
2023年５月22日 15,400 12.0 176.90 12.5 96.0

※騰落率は期首比です。

※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
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1  運用経過
基準価額等の推移について（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、ＦＴＳＥメキシコ国債インデックス（円換算ベース）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

期　　首 13,746円

期　　末 15,400円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 ＋12.0％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

参考指数：左軸
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基準価額の主な変動要因（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

●メキシコペソの対円での上昇によってキャピタルゲインを得たこと
●実質的に保有しているメキシコ債券からインカムゲインを得たこと

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、メキシコペソ建てのメキシコの国債を中心
に投資を行いました。

上昇要因



メキシコ債券オープン（資産成長型） 【愛称：アミーゴ】

－　　－4

投資環境について（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

ポートフォリオについて（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

当ファンド
主要投資対象である「メキシコ債券マザー
ファンド」を運用期間を通じて高位に組み入
れました。

メキシコ債券マザーファンド
流動性が高いメキシコ国債の組み入れを
高位とし、市場動向に応じてデュレーショ
ン＊を機動的に調整しました。

＊デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期
間」を表す指標で、単位は「年」で表示されます。また、
「金利の変動に対する債券価格の変動性」の指標とし
ても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、
金利の変動に対する債券価格の変動が大きくなりま
す。

債券市場
メキシコ銀行（中央銀行）が利上げを継続
し、メキシコ金利は短期セクターが上昇（債
券価格は下落）した一方、米国のシリコンバ
レー銀行の破綻などをきっかけに先進国で
信用不安への懸念が高まり、長期セクター
は金利低下（債券価格は上昇）しました。

為替市場
シリコンバレー銀行の破綻などをきっか
けにリスク回避的な動きが強まる局面では
メキシコペソが対円で下落する場面もあり
ましたが、メキシコ銀行が利上げを継続し
たことや、日本銀行が金融緩和継続姿勢を
維持したことなどから日本とメキシコの金
利差がサポート材料となり、メキシコペソ
は対円で上昇しました。

運用期間におけるメキシコ債券市場は、年限によって金利上昇（債券価格は下落）と金利
低下（債券価格は上昇）が混在したものの、クーポン収入などによって上昇しました。メ
キシコペソ円相場は上昇しました。
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分配金について（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第20期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －
翌期繰越分配対象額 9,254

期間の分配は、複利効果による信託財産
の成長を優先するため、見送りといたしま
した。
なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。�
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

ベンチマークとの差異について（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

当ファンドは運用の指標となるベンチ
マークはありませんが、参考指数として�
ＦＴＳＥメキシコ国債インデックス（円換算
ベース）を設けています。
記載のグラフは、基準価額と参考指数の
騰落率の対比です。

※基準価額は分配金再投資ベース
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2  今後の運用方針

3  お知らせ
約款変更について

該当事項はございません。

当ファンド
引き続き、運用の基本方針に従い、「メキ
シコ債券マザーファンド」への投資を通じて、
メキシコペソ建てのメキシコの国債・政府機
関債および国際機関債を中心に投資するこ
とにより、利息収益の確保と信託財産の中
長期的な成長を図ることを目的として運用
を行います。

メキシコ債券マザーファンド
米国では一部地銀の破綻をきっかけに利
下げを織り込む動きもみられましたが、足
元では懸念は和らぎ、底堅い米景気の持続
性や利上げがいつまで続くのかが焦点と
なっています。メキシコでは、メキシコ銀
行が５月に利上げを停止しましたが、イン

フレが高い状態は継続しており、現在の高
い水準の政策金利が長期間にわたって維持
される可能性も示されました。メキシコ金
利の上昇余地は限られるとみられる反面、
大きく金利が下がる可能性も高いとは言え
ず、一進一退の展開になると考えられます。
メキシコペソについては、メキシコ銀行の
インフレ抑制スタンスは不変であり、メキ
シコペソの安定を支える重要な要素である
と考えています。また、日本銀行は植田新
総裁のもとで金融緩和の政策修正にはまだ
距離があることを示しており、日本とメキ
シコの大きな金利差が、メキシコペソ円の
上昇圧力になりやすい環境が続くと想定し
ています。こうした状況下、当マザーファ
ンドについては、メキシコ金利の方向感な
どを勘案しながら、デュレーションや残存
構成の機動的な調整を実施する方針です。
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１万口当たりの費用明細（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 94円 0.674％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は13,999円です。
投信会社:�ファンド運用の指図等の対価
販売会社:�交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:�ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （46） （0.326）

（販 売 会 社） （46） （0.326）

（受 託 会 社） （3） （0.022）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:�有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株　　　　 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株　　　　 式） （－） （－）

（公　 社　 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 2 0.012 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:���海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:��監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:�信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （1） （0.006）

（監 査 費 用） （1） （0.005）

（そ　 の　 他） （0） （0.000）

合 計 96 0.686

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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参考情報 総経費率（年率換算）

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.38％です。

総経費率 運用管理費用（投信会社）

運用管理費用（受託会社）

0.04％

その他費用

0.02％

運用管理費用（販売会社）
0.66％

0.66％

1.38％
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 当期中の売買及び取引の状況（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円 

メ キ シ コ 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 104,611 250,003 205,296 477,442 

 利害関係人との取引状況等（2022年11月23日から2023年５月22日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
 （2022年11月23日から2023年５月22日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。

 組入れ資産の明細（2023年５月22日現在）

親投資信託残高

種 類 期　 　首（前期末） 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円 

メ キ シ コ 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 1,481,945 1,381,260 3,590,586 

※メキシコ債券マザーファンドの期末の受益権総口数は9,365,045,775口です。

 投資信託財産の構成 （2023年５月22日現在）

項 目 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％ 
メ キ シ コ 債 券 マ ザ ー フ ァ ン ド 3,590,586 99.1 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 32,937 0.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 3,623,523 100.0 

※メキシコ債券マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（23,998,576千円）の投資信託財産総額（24,487,906千円）に対する比

率は98.0％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１

メキシコ・ペソ＝7.759円です。
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 資産、負債、元本及び基準価額の状況
 （2023年５月22日現在）

項 目 期 末
(A)	資 産 3,623,523,286円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 6,610,891  

メキシコ債券マザーファンド （評価額） 3,590,586,243  

未 収 入 金 26,326,152  

(B)	負 債 81,247,156  

未 払 解 約 金 58,800,806  

未 払 信 託 報 酬 22,266,853  

そ の 他 未 払 費 用 179,497  

(C)	純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,542,276,130  

元 本 2,300,192,374  

次 期 繰 越 損 益 金 1,242,083,756  

(D)	受 益 権 総 口 数 2,300,192,374口
	 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,400円

※�当期における期首元本額2,485,959,039円、期中追加設定元本額

311,149,512円、期中一部解約元本額496,916,177円です。

※�上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※�上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

 損益の状況
 （自2022年11月23日　至2023年５月22日）

項 目 当 期
(A)	配 当 等 収 益 △          821円

受 取 利 息 78
支 払 利 息 △          899

(B)	有 価 証 券 売 買 損 益 388,629,783
売 買 益 416,243,968
売 買 損 △   27,614,185

(C)	信 託 報 酬 等 △   22,446,365
(D)	当 期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 366,182,597
(E)	前 期 繰 越 損 益 金 828,952,881
(F)	追 加 信 託 差 損 益 金 46,948,278

（配 当 等 相 当 額） (    931,516,355)
（売 買 損 益 相 当 額） (△  884,568,077)

(G)	合　　　 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,242,083,756
	 次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 1,242,083,756

追 加 信 託 差 損 益 金 46,948,278
（配 当 等 相 当 額） (    933,487,582)
（売 買 損 益 相 当 額） (△  886,539,304)
分 配 準 備 積 立 金 1,195,135,478

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※株式投信の信託報酬等には消費税等相当額が含まれており、公

社債投信には内訳の一部に消費税等相当額が含まれています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※分配金の計算過程は以下の通りです。

 分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当　　　　 　　　　　　　　　　　　期

0円

当 期
(a)	経費控除後の配当等収益 120,448,368円
(b)	経費控除後の有価証券売買等損益 245,734,229

(c)	収益調整金 933,487,582

(d)	分配準備積立金 828,952,881

(e)	当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 2,128,623,060

	 １万口当たり当期分配対象額 9,254.11

(f)	分配金 0

	 １万口当たり分配金 0

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。
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信託期間 無期限（設定日：2012年６月１日)

運用方針 ■主にメキシコの債券に投資することにより、利息収益の確保と中長期的な信託財産の成長を目指
します。

■組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。

メキシコ債券マザーファンド
第11期（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

 最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

（参考指数）
ＦＴＳＥメキシコ国債

インデックス（円換算ベース） 公 社 債
組 入 比 率

純 資 産
総 額期 中	

騰 落 率
期 中	
騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
７期（2019年５月22日） 15,228 10.5 153.15 10.5 87.8 50,494

８期（2020年５月22日） 14,611 △ 4.1 147.57 △ 3.6 93.4 35,803

９期（2021年５月24日） 17,354 18.8 175.94 19.2 95.4 28,955

10期（2022年５月23日） 19,858 14.4 202.71 15.2 96.4 23,773

11期（2023年５月22日） 25,995 30.9 262.62 29.6 94.7 24,344

※参考指数は、当報告書作成時に知りえた情報をもとに当社が独自に計算し、設定時を100として、指数化しています。なお、基準価額の反

映を考慮した日付の値を使用しています。

※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファンドの運営に何ら関与

するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

※参考指数は市場の動きを示す目的で記載しており、当ファンドが当該参考指数を意識して運用しているわけではありません。

原則として、各表の数量および金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位

未満の数値については小数を表記する場合があります。
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 当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日 基 準 価 額
（参考指数）

ＦＴＳＥメキシコ国債
インデックス（円換算ベース）

公  社  債
組 入 比 率

騰 落 率 騰 落 率
（期　　　首） 円 ％ ％ ％
2022年５月23日 19,858 － 202.71 － 96.4

５月末 20,460 3.0 207.90 2.6 95.8
６月末 20,834 4.9 211.34 4.3 96.7
７月末 20,865 5.1 212.68 4.9 97.0
８月末 21,612 8.8 218.35 7.7 96.3
９月末 21,969 10.6 222.88 9.9 97.0
10月末 23,008 15.9 232.75 14.8 96.3
11月末 22,940 15.5 231.38 14.1 94.8
12月末 21,959 10.6 222.48 9.8 95.5

2023年１月末 22,927 15.5 231.54 14.2 96.4
２月末 23,926 20.5 241.15 19.0 94.7
３月末 24,270 22.2 246.69 21.7 94.6
４月末 24,720 24.5 250.12 23.4 95.0

（期　　　末）
2023年５月22日 25,995 30.9 262.62 29.6 94.7

※騰落率は期首比です。
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1   運用経過

基準価額等の推移について（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

基準価額等の推移

期 首 19,858円

期 末 25,995円

騰 落 率 ＋30.9％

基準価額の主な変動要因（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

当ファンドは、メキシコペソ建てのメキシコの国債を中心に投資を行いました。

純資産総額（百万円）:右軸

参考指数：左軸

基準価額（円）:左軸

＇22/６期首 ２ ３ ４12 ＇23/１８ ９７ 10 11 期末
10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

20,000

40,000

※参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドの参考指数は、ＦＴＳＥメキシコ国債インデックス（円換算ベース）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。

上昇要因
・メキシコペソの対円での上昇によってキャピタルゲインを得たこと

・保有しているメキシコ債券からインカムゲインを得たこと
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投資環境について（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

債券市場

インフレ抑制のために先進国中央銀行が大幅な利上げなどの金融引き締めを実施する中、メキ
シコ銀行（中央銀行）も利上げを継続し、メキシコ金利は短期セクターを中心に上昇しました。

為替市場

米国のシリコンバレー銀行の破綻などをきっかけにリスク回避的な動きが強まる局面ではメキ
シコペソが対円で下落する場面もありましたが、メキシコ銀行が利上げを継続したことや、日本
銀行が金融緩和継続姿勢を維持したことなどから日本とメキシコの金利差がサポート材料となり、
メキシコペソは対円で大幅に上昇しました。

ポートフォリオについて（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

流動性が高いメキシコ国債の組み入れを高位とし、市場動向に応じてデュレーション＊を機動
的に調整しました。

＊ デュレーションとは、「投資元本の平均的な回収期間」を表す指標で、単位は「年」で表示されます。また、「金利の

変動に対する債券価格の変動性」の指標としても利用され、一般的にこの値が長い（大きい）ほど、金利の変動に対

する債券価格の変動が大きくなります。

　運用期間におけるメキシコ債券市場は、短期セクターを中心に金利上昇（債券価格は下

落）したものの、クーポン収入などによって上昇しました。メキシコペソ円相場は大幅に上

昇しました。
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基準価額と参考指数の騰落率対比
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ベンチマークとの差異について（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

当ファンドは運用の指標となるベンチマー
クはありませんが、参考指数としてＦＴＳＥ
メキシコ国債インデックス（円換算ベース）

を設けています。
記載のグラフは、基準価額と参考指数の騰
落率の対比です。

２  今後の運用方針

米国では一部地銀の破綻をきっかけに利下げを織り込む動きもみられましたが、足元では懸念
は和らぎ、底堅い米景気の持続性や利上げがいつまで続くのかが焦点となっています。メキシコ
では、メキシコ銀行が５月に利上げを停止しましたが、インフレが高い状態は継続しており、現
在の高い水準の政策金利が長期間にわたって維持される可能性も示されました。メキシコ金利の
上昇余地は限られるとみられる反面、大きく金利が下がる可能性も高いとは言えず、一進一退の
展開になると考えられます。メキシコペソについては、メキシコ銀行のインフレ抑制スタンスは
不変であり、メキシコペソの安定を支える重要な要素であると考えています。また、日本銀行は
植田新総裁のもとで金融緩和の政策修正にはまだ距離があることを示しており、日本とメキシコ
の大きな金利差が、メキシコペソ円の上昇圧力になりやすい環境が続くと想定しています。こう
した状況下、当マザーファンドについては、メキシコ金利の方向感などを勘案しながら、デュ
レーションや残存構成の機動的な調整を実施する方針です。
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 １万口当たりの費用明細（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要
(a)	そ の 他 費 用 3円 0.014％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

保管費用：	海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金
の送回金・資産の移転等に要する費用

そ の 他：	信託事務の処理等に要するその他費用
（保 管 費 用） (3) (0.013)

（そ の 他） (0) (0.000)

合 計 3 0.014

期中の平均基準価額は22,549円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

 当期中の売買及び取引の状況（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

公社債

買 付 額 売 付 額
外
国

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 
メ キ シ コ 国 債 証 券 3,709,902 4,302,731 

※金額は受渡し代金。（経過利子分は含まれておりません。）

 利害関係人との取引状況等（2022年５月24日から2023年５月22日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

 第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
 （2022年５月24日から2023年５月22日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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 組入れ資産の明細（2023年５月22日現在）

公社債

Ａ　債券種類別開示

　　外国（外貨建）公社債

区 分
期 末

額 面 金 額 評 価 額 組入比率 うちＢＢ格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率
外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 千円 ％ ％ ％ ％ ％
メ キ シ コ 3,163,500 2,972,593 23,065,540 94.7 － 52.3 26.1 16.3 

合　　計 － － 23,065,540 94.7 － 52.3 26.1 16.3 

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。

Ｂ　個別銘柄開示

　　外国（外貨建）公社債

区 分 銘 柄 種 類
期 末

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外貨建金額 邦貨換算金額
 ％ 千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 千円  

メ キ シ コ MEX BONOS DE DESARROLLO 国 債 証 券 7.5000 490,000 463,990 3,600,290 2027/06/03 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 10.0000 70,000 76,567 594,117 2036/11/20 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 8.5000 290,000 286,006 2,219,240 2029/05/31 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 8.5000 251,500 240,250 1,864,198 2038/11/18 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 7.7500 410,000 385,695 2,992,763 2031/05/29 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 7.7500 228,000 199,974 1,551,680 2042/11/13 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 7.7500 100,000 92,492 717,682 2034/11/23 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 5.7500 304,000 276,223 2,143,328 2026/03/05 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 8.0000 245,000 219,483 1,703,058 2047/11/07 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 8.0000 530,000 512,483 3,976,564 2024/09/05 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 5.5000 90,000 79,659 618,113 2027/03/04 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 8.0000 80,000 71,257 552,916 2053/07/31 

MEX BONOS DESARR FIX RT 国 債 証 券 7.5000 75,000 68,508 531,586 2033/05/26 

小 計 3,163,500 2,972,593 23,065,540 － 

合 計 － － 23,065,540 － 

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
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 投資信託財産の構成 （2023年５月22日現在）

項 目 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％ 
公 社 債 23,065,540 94.2 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 1,422,366 5.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 24,487,906 100.0 

※期末における外貨建資産（23,998,576千円）の投資信託財産総額（24,487,906千円）に対する比率は98.0％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１

メキシコ・ペソ＝7.759円です。

 資産、負債、元本及び基準価額の状況
 （2023年５月22日現在）

項 目 期 末
(A)	資 産 25,145,993,677円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 454,153,570

公 社 債(評価額) 23,065,540,180

未 収 入 金 900,158,409

未 収 利 息 585,965,263

前 払 費 用 140,176,255

(B)	負 債 801,393,020

未 払 金 658,087,476

未 払 解 約 金 143,304,603

そ の 他 未 払 費 用 941

(C)	純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 24,344,600,657

元 本 9,365,045,775

次 期 繰 越 損 益 金 14,979,554,882

(D)	受 益 権 総 口 数 9,365,045,775口
	 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 25,995円

※当期における期首元本額11,971,999,099円、期中追加設定元本

額378,166,137円、期中一部解約元本額2,985,119,461円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

　メキシコ債券オープン（毎月分配型）� 7,983,785,439円

　メキシコ債券オープン（資産成長型）� 1,381,260,336円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

 損益の状況
 （自2022年５月24日　至2023年５月22日）

項 目 当 期
(A)	配 当 等 収 益 2,051,693,939円

受 取 利 息 2,051,750,059

そ の 他 収 益 金 111,195

支 払 利 息 △       167,315

(B)	有 価 証 券 売 買 損 益 4,306,856,241

売 買 益 4,681,197,543

売 買 損 △   374,341,302

(C)	そ の 他 費 用 等 △     3,208,942

(D)	当 期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 6,355,341,238

(E)	前 期 繰 越 損 益 金 11,801,740,834

(F)	解 約 差 損 益 金 △ 3,670,924,734

(G)	追 加 信 託 差 損 益 金 493,397,544

(H)	合　　計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 14,979,554,882

	 次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 14,979,554,882

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

 お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。


